
 

 

 環境先進都市  

政策０７ 地球環境を守るまちの実現 

温暖化対策の推進（Ｐ８６） 

資源循環型社会の形成（Ｐ８８） 

ごみの適正処理の推進 

 

政策０８ 良好で快適な生活環境の形成 

緑とうるおい豊かな生活環境づくり（Ｐ９０） 

快適な居住環境の形成 

快適な生活道路の整備 

まちの美化の推進 

バリアフリーの推進【再掲】 

 

 

 

 
０   ００ 囲みは、重点施策             
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施策名 

「温暖化対策の推進」  

 

 目的・方向性  

パリ協定（ＣＯＰ２１）を踏まえて策定された国の『地球温暖化対策計画』や『東京都

長期ビジョン』で定めるエネルギー消費量・ＣＯ２排出量の削減目標に基づき、区民・事業

者・区が一体となってＣＯ２排出量が少ない社会の実現を目指します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

区全体のエネル

ギー消費量 
7,094TJ 6,954TJ 6,814TJ 6,674TJ 6,534TJ 6,349TJ 

区全体のＣＯ２排

出量（単位：千t- ＣＯ２） 
542 535 528 522 515 494 

あらかわエコセ

ンター来館者数 
17,000人 18,000人 18,000人 19,000人 19,000人 20,000人 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 家庭及び事業所で取り組むＣＯ２削減対策 

実 施 方 針 
・ 地球にやさしい家庭生活や事業活動を実践するため、家庭・事業所に

おける省エネルギー行動のきっかけづくり、省エネルギー行動の改善

を促進するための事業を実施していきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

街なか避暑地設置施

設数 
53施設 55施設 57施設 59施設 61施設 

エコ助成件数 55件 70件 75件 80件 85件 

集合住宅省エネ化 

支援件数 
― 10件 10件 10件 10件 

環境区民大賞応募件

数 
200件 220件 250件 270件 300件 

ＥＳＣＯ事業（※１）実

施施設数（累計） 
― 

ＦＳ調査（※２）

の実施 
1施設 2施設 3施設 

※１…ESCO（エスコ）事業とは Energy Service Company事業の略。光熱水費の使用状況の分析などのエネルギー診断に基づいた省

エネルギー提案等を行い、地球環境の保全に貢献するとともに、光熱水費等の経費削減を行う事業。 

※２…Feasibility Study調査（実効可能性調査）。 
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事 業 名 まちづくりの推進、協働によるＣＯ２削減対策 

実 施 方 針 

・ 水素社会の実現など地球にやさしいまちづくりに向けた取組や、低炭

素地域づくり協議会をはじめとした各種団体や区民・事業者と協働に

よる環境活動やイベントを実施していきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

エコフェスタ参加人

数 
1,000人 1,050人 1,100人 1,150人 1,200人 

エコポイント事業参

加者数 
89世帯 200世帯 300世帯 400世帯 500世帯 

水素エネルギー普及

イベント参加者数 
― 80人 100人 150人 200人 

低炭素地域づくり協

議会会員数 
68会員 90会員 110会員 130会員 150会員 
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 政策07：地球環境を守るまちの実現 
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施策名 

「資源循環型社会の形成」 

 

 目的・方向性  

 区民・事業者・区がそれぞれの立場で協力し、ごみの減量や資源回収量の拡大など、地

域に深く根差した３Ｒ「発生抑制（リデュース）・再使用（リユース）・再資源化（リサイ

クル）」活動を進め、質の高い循環型社会の実現を目指します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

区民1人1日当た

りの総排出量（※１） 
851㌘ 844㌘ 822㌘ 814㌘ 808㌘ 780㌘ 

区民1人1日当た

りの総ごみ量（※２） 
699㌘ 664㌘ 632㌘ 620㌘ 610㌘ 570㌘ 

資源回収量 11,741㌧ 13,998㌧ 14,856㌧ 15,260㌧ 15,640㌧ 16,830㌧ 

リサイクル率 18.0％ 21.0％ 23.0％ 24.0％ 25.0％ 26.8％ 

※１…総排出量＝総ごみ量＋資源回収量。 

※２…総ごみ量＝区収集ごみ量（可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ）＋持込ごみ量。 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名  荒川もったいない大作戦（食品ロスの削減） 

実 施 方 針 

・ 食品ロスを減らす取組に協力してもらう「あら！もったいない協力店」

の募集を推進するとともに、食品ロス削減のパンフレットの配付や紙

芝居などによる子どもたちへの意識啓発を進めます。 

・ フードドライブを推進するためイベントブースへの出展等を行いま

す。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

協力店数 80店 120店 170店 210店 250店 

イベントへの出展 12回 13回 14回 15回 16回 
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事 業 名  あらかわリサイクルセンター運営 

実 施 方 針 

・あらかわリサイクルセンターをリサイクル活動の啓発拠点としての機 

能充実を図ります。 

・小中学生の社会科見学などあらかわリサイクルセンターを活用した環 

境教育・環境学習を実施します。 

・工房・教室（とんぼ玉作り・アルミ缶折鶴・サンドブラスト・紙すき・

キャンドル作り）を開催します。 

・拠点回収品目の拡大（蛍光管・廃食油・中型家電）を進めます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

工房・教室開催回数 57回 130回 136回 148回 160回 

体験型環境教育・環境

学習実施校数 
5校・園 24校・園 25校・園 26校・園 27校・園 

施設見学者等来館者 1,140人 2,850人 3,000人 3,200人 3,300人 

拠点回収資源回収量 8㌧ 16㌧ 18㌧ 19㌧ 20㌧ 

 

事 業 名  ピックアップ回収による不燃ごみ・粗大ごみの再資源化 

実 施 方 針 
・収集した不燃ごみと粗大ごみの中から、資源となる金属類等を選別・再

資源化する「ピックアップ回収」を開始し、リサイクル率の向上を図り

ます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

不燃ごみのリサイク

ル率 
2％ 

（スプレー缶のみ）

20％ 
（試行実施）

90％ 
（本格実施）

90％ 
（本格実施）

90％ 
（本格実施）

粗大ごみのリサイク

ル率 
0％ 
）

45％ 
（金属類実施）

47％ 
（金属類実施）

49％ 
（金属類実施）

50％ 
（金属類実施）
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施策名 

「緑とうるおい豊かな生活環境づくり」 

  

 目的・方向性  

緑あふれ、潤いと安らぎの場である公園を区民に提供し、誰もが快適と感じる生活環境

をつくります。また、街なかにも緑のあるオープンスペースを確保することにより、街の

防災性を向上させ、区民の生命財産を守ります。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

公園・児童遊園面

積 
43.3ha 43.3ha 43.3ha 44.6ha 45.3ha 48.0ha 

都電沿線バラの

株数 
13,490株 13,490株 13,490株 13,490株 14,300株 15,000株 

街なか花壇の数 94か所 100か所 106か所 112か所 118か所 152か所 

 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 公園の整備 

実 施 方 針 

・ 花と緑の基本計画に基づき、みどりの拠点となる公園や地域における

身近なみどりの核となる公園を、地域のバランスに配慮して整備、拡

充し、良好で快適な生活空間を創出します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

宮前公園の整備 
用地取得 

設計・工事 

用地取得 

設計・工事 

用地取得 

工事 

用地取得 

工事 
工事 

その他公園の整備 設計・工事 実施 実施 実施 実施 
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事 業 名 児童遊園等の整備 

実 施 方 針 

・ 花と緑の基本計画に基づき、街区公園を補完して豊かな生活環境をつ

くる児童遊園や広場等を整備します。 

・ 犯罪を抑止するため、児童遊園等に防犯カメラを設置します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

児童遊園等の整備 
用地取得 

工事 
実施 実施 実施 実施 

防犯カメラ設置台数 

（公園・児童遊園等） 

83台 

（累計） 
105台 充実 充実 充実 

 

事 業 名 都電沿線バラ植栽事業の実施 

実 施 方 針 

・ 荒川区のシンボルである都電荒川線の沿線をバラで包み込み、荒川区

の中央を走るみどりの軸をつくることにより、美しい景観を創出し、

区民の心にうるおいと安らぎを提供します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

都電沿線バラの株数 13,490株 13,490株 13,490株 13,490株 14,300株 

「バラの会」会員数 90名 95名 100名 105名 110名 

 

事 業 名 街なか花壇づくりの推進 

実 施 方 針 

・ 緑の少ない荒川区に花と緑の空間を創出していくために、区民が主体

となって行う花壇づくりを支援します。 

・ 町会等とも連携を図り、若い世代によるボランティア活動への参加を

促し、活性化を図っていきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

街なか花壇の数 94か所 100か所 106か所 112か所 118か所 

ボランティア数(累

計) 
740人 770人 800人 830人 860人 
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